
済田 穣 (形態進化分野)｢サルの身体発育パタ

ーンの進化｣

討論 :友永雅己､室山泰之､大蔵聡､福士珠美､

木村賛

企画 :閲松 豊､大蔵 聡

内容 :今回は霊長類の発達と成長に関して,野外

調査から実験まで､いろいろな立場から話題を

提供してもらった｡正高はサルを用いた研究結

果を安易に人間に適用する事に警鐘を鳴らし

た｡橋本はザイールの熱帯雨林に棲む野生ボノ

ボの観察結果を紹介した｡鈴木は飼育下のサル

のホルモン分泌の変化について､林は生理学の

立場からサルの脳の発達について論じた｡演田

は形態学的に見たサルの身体発育に関する発表

を行った (参加者 :約50名)｡

(文糞 :閲松 豊)

荊2回 :平成7年12月4月 (金)

r霊長類研究と進化生物学｣

鴫EIl 誠 (大学院)｢グエノン規の種分化と進化｣

毛利俊雄 (形態進化分野)r霊長規の形態と性差

の意義｣

揚妻直樹 (認知学習分野)r霊長頬における最適

採餌職略研究｣

松村秀一 (生態機構分野)｢霊長蛾における優劣

システムの進化｣

粕谷英一 (九州大学理学部)｢頗位制概念の再検

討｣

企画 :正高信男

内容 :近年目覚ましい発展をとげてきた進化に関

する一般理論の枠組みのなかで､霊長類の系統

進化や適応の問題がどの程度､説明可能なのか

を､論じた (参加者 :約100名)｡

(文責 :正高信男)

(3)外国人研究員

1)外国人研究員

氏 名 :wiuiamS.Procunier

受入教官 :庄武孝義

研究裸題 :マカク属の比較迫伝子マッピングと染

色体進化

招へい期間 :6.7.1-7.6.30

氏 名 :朱 本仁

受入教官 :松林清明

研究課題 :類人猿人工繁殖における性選別

招へい期間 :8.2.26-8.8.31

氏 名 :JasonMwenda

受入教官 :庄武孝義

研究課題 :アフリカの霊長類の迫伝的手法による

系統分類学的研究

招へい期間 :8.3.10-8.12.10

氏 名 :MichaelA.Huffman

受入教官 :杉山幸丸

研究課題 :霊長類の薬草利用と文化伝達

招へい期間 :8.3.15-9.3.14

氏 名 :陸 慶五

受入教官 :国松 豊

研究放題 :中国南部から出土した中新世類人猿

LuleJ7gPL'theαSの岨噴器官および体肢骨の也能形

･態学的研究

招へい期間 :8.3.25-8.7.15

2)招へい外国人学者

氏 名 :vamessaJaneHayes .
受入教官 :杉山幸丸

研究課題 :霊長類､とくにニホンザルの行動 ･生

態学的研究

招へい期間 :6.3.29-8.3.28 `

氏 名 :AlanSilberberg

受入教官 :藤田和生

研究改題 :チンパンジーにおける予期一自然的選

択行動による分析一

招へい期間 :7.6.4-7.8.7

氏 名 :BambangSuryobroto

受入教官 :竹中 修 `

研究課題 :インドネシア国スラウェシ島のマカカ

屈サルの分子系統学

招へい期間 :8.1.8-8.2.17

3)外国人共同研究者

氏 名 :AnneKaukas

受入教官 :平井啓久
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研究課題 :比較迫伝子マッピング (住血吸虫放)

招へい期間 :7.5.13-7.5.27

氏 名 :RinaHerlina

受入教官 :竹中 修

研究課題 :インドネシア スラウェシマカクの迫

伝的分化

招へい期間 :7.5.22-7.7.15

4)外国人受託研修員

氏 名 :MwangaMilinganyo

受入教官 :折田 穣

研修娼目:生物学

受入期間 :7.4.24-8.3.21

(4)日本人研究員 ･研究生

1)日本学術振興会特別研究員

氏 名 :揚要但樹

受入教官 :小嶋祥三

研究現題 :霊長類の選択行動

受入期間:7.4.1-8.3.31

氏 名 :友永利佳子

受入教官 :松沢哲郎

研究況娼 :ヒト乳幼児とチンパンジーの対象操作

における認知発達の比較

受入期間 :7.4.1-9.3.31

氏 名 :杉浦秀樹

受入教官 :正高信男

研究探題 :ニホンザルにおけるクー ･コールの枚

能の研究

受入1g]間 :8.1.1-9.12.31

2)研 修 員

氏 名 :竹中晃子

受入教官 :竹中 修

研修題目:霊長類に兄いだされたP117迫伝子に

ついて

研修期間:7.4.1-8.3.31

氏 名:小高 泰 '

受入教官 :三上串允

研修題目:視覚的注意の脳内メカニズムの解析

研修期間 :7.4.1-7.5.31

氏 名 :小川秀司

受入教官 :加納随至

研修題目:霊長頬の社会的認知能力の進化

研修期間 :7.4.1-7.5.31

3)公立大学研修員

氏 名 :吉野賢一

受入教官 :久保田奴 (三上孝允)

研修題目:運動連合野における岨噴調節根橋の神

経生理学的研究

研修期間 :7.4.10-8.3.31

4)研 究 生

氏 名 :新宅広二

指導教官 :加納隆至

研究項目:霊長類の行動 ･生態学的研究

研究期間 :7.4.1-8.3.31

氏 名 :varanyaAranyavalai

指導教官 :竹中 修

研究項目:霊長類の迫伝学的多様性

研究期間 :8.1.1-8.3.31

5)特別研究学生

氏 名 :下堂箇恐

指串教官 :久保田放 (三上申允)

研究項目:大脳運動野及び遊動前野における脳の

可塑性について

研究期間 :7.4.1-8.3.31

(5)所内談話会

第 1回 :1995年5月25日 rヒツジにおける母性行

動の中枢機構-映発による子ヒツジ認識のメカ

ニズムーJ

大萩 聡 (安芸官調節分野)

邦2回 :1995年6月22日 ｢Tracingpdmateevolution

withalphoidcentromelicDNAJ

W.S.Procunier(集団迫伝分野)

邦3回 :1995年7月20日 ｢マダガスカル島キツネ

ザルの生態と進化｣

lanTaltersall(Am.MuseumofNat.History)

第4回 :1995年9月28日 ｢脳における視覚情報の

抽出について｣
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小高 _秦 (行動発現分野)

第 5回 :1995年11月30日 ｢南米にもサルはいる｣

高井正成 (系統発生分野)

第 6回 :1995年12月7日 ｢MRI(磁気共鳴画像装

置)とはなにか?そして,霊長類研究所への導

入について｣

三上章允 (行動発現分野)

岩田文一 (GE横河メディカル社)

第 7回 :1996年1月25日 rフランスにおける霊長

類の行動研究一国内学会に出席した印象などか

ら-｣

室山泰之(生態枚構分野)

第8回:1996年2月22日｢犬と日本人｣
茂原信生(系統発生分野 )

(談話会係:浜田 穣･大歳 聡)

(6)所員主催国際シンポジウム報告
国際シンポジウム r連合野の構造と機能J

7月18､19､20日の3日間､犬山市の国際観光

センター ｢フロイデ｣においてIBROサテライ ト

シンポジウムとして､国際シンポジウム ｢連合野

の榊迫と機能 一一久保田競教授の前頭連合野研

究の先駆的業績を記念して｣を以下のプログラム

で開催した｡

Sc88ion1:ParietalAssociationCortex

H.Sakala:Roteofpariei'alassociationcortexindepth

perccptionandhandaction

p.p.Battaglini:necodingofspacelocationsby

neuronsinthecaudalmostpartofthemonkey

supcriorparietallobule

R.H.Wurtz:CanMSTneuronsuseopticflow

informationforcomputationofheadingof

movement?

L･11･Snyder:Coordinateframesofactiyity.in

macaqueposteriorparietalcortex

M･E･Goldberg:Predictivevisualresponsesandvisual

memorysignals:mechanismforspatiallyaccurate

behaviorinthemonkeycortexcerebral

M.Graziano:nerepresentationofvisuO-motorspace

inbody-partcenteredcoordinates

W.0.Guldin:Primatevestibularcorticesandspatial

orientation

S.Carlson:Movementanddelayrelatedneuronal

activityintheposteriorclngulatecortexofmonkeys

performlTlgOCulomotorandmanualdelayed

responsetasks

SeBBioz12:TemporalAssociationCortex

H.Komatsu:Neuralrepresentationofcolorinthe

inferiortemporalcortexofthemacaquemonkey

J.L.Ringo:Mechanismsforvisualmemoryand

proccsslnginthetemporallobe

I.Fujita:Inferiortemporalcortex:Columnsand

horizontalaxons

W.Suzuki:Objectandplacememoryinthemonkey

entorhinalcortex

Sc88ion3:PrefrontalAssociationCortex

H.Barbas:Interactionofpathwaysunderlying

･cognitiveandemotionalprocessesinprimatelimbic

prefrontalareas

C.Cavada:Neuralnetworksofprimatevisual

associationcortices.MultipleprocessingStreams

versusglobalperception

J.M.Fuster:WorkingmemorylnSensoryCortex

H.Niki:Prefrontalrepresentationofbehayioral

meanlngOfthestimulusanditshierarchical

organiZation

E.Vaadia'.Dynamicsofneuronalinteractionsinthe

frontalcortexofthemonkeyduringperformanceof

adelayedspatial-responsetask

W.Schultz:Rewardsignalsinprlmatebasalganglia

andorbitfrontalcortex

K.Kubota:Studiesofthemonkeyprcfrontalcortex

past,presentandhture

Se88iozL4:AssociationCorticiesofHumans

H. Kashima: Frontal lobe symptoms and

neuropsychologiCalassessment

R.Kawashima:Fieldsinthehumanprefrontalcortex

oftherighthemisphereareengagedinNO-GO

responses･APETstudy-

G'.A.Orban:RecencyandFamiliarityeffectsinhuman

temporalcortex:PETstudies

M.Petrides:Functionalspecializationwithinthelateral

frontalcortex

本シンポジウムは,サルとヒトで高度に発達しヽ

高次の認知機構に関連する大脳皮質連合野の構造

と械能について,最新の研究成果を持ち寄り､そ

の詳細を討拭 ･検討し､その械能を多面的に理解
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することを目的として行われた｡シンポジウムは

国内から140人､梅外から25人の参加を得て行わ

れ､全体として､学問的に高い水準の言辞浜と肘姑

が行われ また,31のポスター発衣でも､活発な

討杭が行われた｡言辞浜と討故は､瑚頂連合野,側

頭連合野,前頭連合野､ヒトの連合野の4つのセ

ッションに分けて行った｡

頭頂連合野のセッションでは､頭頂連合野は従

来空間情報を扱うとされてきたが､空間情報だけ

でなく､形態情報に選択性を持つニューロン活動

の記録されること､そうした形態情報は､空間的

に配置された物体をつかんだり操作したりすると

きに役立っていると考えられることなどが指摘さ

れた｡また､外界への働きかけに伴って手が動く

とき､手の移動に伴って､視党の受容野が移動す

ることも報告された｡討杭の中で､頭頂連合野の

空間情報処理における役割と外界と自分自身の座

標軸の変換の問題の重要性が指摘された｡

側頭連合野のセッションでは､側頭迎合野下郎

に存在する色と形の情報処理の仕組みの詳細が報

告されたほか,側頭兼の内側即にある噴内野で空

間倍租と形態情報の両方が扱われており,空間情

報の識別と記憶､形態情報の識別と記憶に関連し

たニューロンが混ざり合って分布することが報告

された｡討論の中では､空間情報と形態情報をい

かに分離してテストするかが討試された｡

前頭連合野のセッションでは､今まで記録され

ていなかった新しい例域に学習過程で変化するニ

ュTロンの存在することや､対ヒストグラムとい

う新しい手法で､ニューロンの間のコミュニケー

ションが､刻々と変化することが示された｡さら

に前頭連合野研究における京都大学霊長類研究所

の果たした歴史的役割と将来についても報告､討

拭された｡

ヒトの連合野の働盲については､前項迎合野の

障苔の症例や,PETの結果についての和位がなさ

れ､動物突放のデータとヒトの研究デ-夕が比較

可能なレベルに達していることが指摘された｡

なお､シンポジウム開催に当たっては.文那智国

際シンポジウム開催経費､犬山市､中山財田国際

交流助成､浜松ホトニクスをはじめとする17の団

体からの援助を受けた｡この場で感謝の忠を表し

たヤ､｡
また､このシンポジウムの成果は､Cordonand

Breach,SciencePublishers,Incか ら､IITHE

ASSOCIATIONCORTEX･STRUCTUREAND

FUNCnON叩として今年度中に出版の予定である｡

(文Tl:三上章允)
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